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資産格差 所得格差 資産格差 所得格差
1 ジンバブエ 0.845 0.518 117 アイルランド 0.581 0.335
2 スイス 0.803 0.329 118 韓国 0.579 0.341
3 アメリカ合衆国 0.801 0.422 119 シリア 0.579 0.358
4 ブラジル 0.783 0.557 120 バーレーン 0.575 0.360
5 スワジランド 0.780 0.520 121 クウェート 0.575 0.300
6 グアテマラ 0.778 0.550 122 カタール 0.575 0.411
7 チリ 0.777 0.531 123 アラブ首長国連邦 0.575 0.310
8 スウェーデン 0.776 0.243 124 スペイン 0.565 0.336
9 レソト 0.767 0.576 125 中国 0.550 0.430
10 デンマーク 0.765 0.252 126 日本 0.547 0.314
表２．説明変数
説明変数 分野 定義 出典 説明変数 分野 定義 出典
GpC 経済 GDP* 14) 技術開発 経済 技術開発指数 21)
成長率 経済 GDPの成長率 14) 民主化 政治 民主化度指数 19)
賃金 経済 最低賃金 14) 政治的安定 政治 政治的安定度指数 19)
消費 経済 消費額* 14) 犯罪 政治 犯罪死率* 14)
所得ジニ係数 経済 所得格差のジニ係数 14) 教育費 教育 教育費 14)
貧困率 経済 貧困線以下の人口率 14) 識字率 教育 識字率 14)
失業率 経済 失業率 14) 教育年数 教育 教育年数 16)
所得税 経済 所得税率 15) 大学進学率 教育 大学進学率 14)
法人税 経済 法人税率 15) 気候 地理 気候リスク指数 22)
消費税 経済 消費税等の付加価値税率 15) 都市化 地理 都市在住人口率 14)
株式税 経済 キャピタルゲイン税率 15) 農地 地理 農地面積* 14)
相続税 経済 相続税率 15) 医師 健康 医師数* 23)
税収 経済 税収* 14) 医療費 健康 医療費* 23)
FDI 経済 直接対外投資* 16) 寿命 健康 平均寿命 23)
対外債務 経済 対外債務* 14) エイズ 健康 エイズによる死亡率 23)
穀物 経済 農地当たりの穀物生産高 14) がん 健康 がんによる死亡率 23)
食料 経済 食料自給率 17) 心臓病 健康 心臓病による死亡率 23)
工業 経済 工業付加価値* 14) マラリア 健康 マラリアによる死亡率 23)
サービス 経済 サービス業付加価値* 14) 肺炎 健康 肺炎による死亡率 23)
石油 経済 原油生産高* 18) 結核 健康 結核による死亡率 23)
天然ガス 経済 天然ガス生産高* 18) 信仰 健康 宗教信者の人口率 24)
経済自由度 経済 経済自由度指数 19) 血液型 A 健康 血液型Aの人口率 25)
インターネット 経済 インターネット利用率* 14) 血液型 B 健康 血液型 Bの人口率 25)
PC 経済 PC台数* 16) 血液型AB 健康 血液型ABの人口率 25)



















































































決定要因 分野 感度 寄与率（％） 決定要因 分野 感度 寄与率（％）
1 所得ジニ係数 経済 0.407 23.6 10 都市化 地理 0.136 2.6
2 穀物 経済 0.324 14.9 11 寿命 健康 -0.127 2.3
3 農地 地理 0.293 12.2 12 気候 地理 0.125 2.2
4 教育年数 教育 -0.263 9.8 13 医師 健康 0.110 1.7
5 教育費 教育 0.238 8.1 14 食料 経済 0.100 1.4
6 競争力 経済 0.192 5.3 15 犯罪 政治 0.100 1.4
7 肺炎 健康 0.185 4.9 16 技術開発 経済 0.083 1.0
8 血液型B 健康 -0.168 4.0 17 政治的安定 政治 0.080 0.9
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